
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】画像データに対応する画像を紙等にプリン
トして出力する画像出力装置の性能監視装置において、
前記紙等にプリントされた画像を読み取る読取手段と、
前記読取手段が読み取った画像の画質評価を行い、その
評価値を演算する画質評価値演算手段と、
前記画質評価値演算手段により演算された前記評価値
を、所定の複数枚の画像分だけ記憶し、その記憶された
複数の評価値の平均値を演算する平均値演算手段と、
前記平均値演算手段が演算した平均値と所定の基準値と
を比較し、その比較結果に基づいて、所定の形式で情報
を告知する告知手段とを備えることを特徴とする画像出
力装置の性能監視装置。
【請求項２】原稿の画像を読み取り、画像データに変換
して電話回線等に伝送する画像出力装置の性能監視装置

において、
前記電話回線等に伝送する前記画像データの画質評価を
行い、その評価値を演算する画質評価値演算手段と、
前記画質評価値手段により演算された前記評価値を、所
定の複数枚の原稿分だけ記憶し、その記憶された複数の
評価値の平均値を演算する平均値演算手段と、
前記平均値演算手段が演算した平均値と所定の基準値と
を比較し、その比較結果に基づいて、所定の形式で情報
を告知する告知手段とを備えることを特徴とする画像出
力装置の性能監視装置。
【発明の詳細な説明】
［産業上の利用分野］
  本発明は、FAX装置やコピー装置に代表される画像出
力装置における性能を監視する性能監視装置、および濃
度を自動的に制御する濃度制御装置に関する。
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［従来の技術］
  近年、文書または図面を迅速に伝送するFAX装置が各
所で用いられている。この装置は原稿を読み取って伝送
し、また、伝送されてきた信号を記憶して紙等にプリン
トするようになっているが、経年変化、汚れの蓄積等に
よる性能劣化や濃度変化によって送信または受信画像の
質が悪くなることがある。このため従来は取扱者が目で
見た主観的判断によってメンテナンスのための作業時期
を判断するか、定期的に装置内部の調整を行っていた。
このことはコピー装置においても同様である。
  このうち濃度については、例えば、原稿の濃度を読み
取り、複数枚の原稿の平均値が一定値になるように制御
することも可能である。しかしながら、従来、薄い濃度
の原稿が多量にある場合と、濃い濃度の原稿が小量ある
場合の識別が困難であるところから、濃度を自動的に制
御することが困難であり、結局操作者が主観的判断によ
り手動的に濃度を切換えるようにしていた。
［発明が解決しようとする課題］
  しかしながら取扱者の主観的判断によっている場合は
画質の判断内容にバラツキがあり、また、装置の定期的
な内部調整によっている場合はメンテナンス時期が早す
ぎたりあるいは遅すぎたりすることがあり、いずれにし
ても適切なメンテナンス時期の設定が行われ難いという
課題があった。
  このため本発明は、適切なメンテナンス時期を効率的
に設定できる装置および濃度の調整が不要となる装置を
提供するものである。
［課題を解決するための手段］
  この目的を達成するために請求項１に記載の画像出力
装置の性能監視装置は、画像データに対応する画像を紙
等にプリントして出力する画像出力装置の性能監視装置
において、紙等にプリントされた画像を読み取る読取手
段と、読取手段が読み取った画像の画質評価を行い、そ
の評価値を演算する画質評価値演算手段と、画質評価値
演算手段により演算された評価値を、所定の複数枚の画
像分だけ記憶し、その記憶された複数の評価値の平均値
を演算する平均値演算手段と、平均値演算手段が演算し
た平均値と所定の基準値とを比較し、その比較結果に基
づいて、所定の形状で情報を告知する告知手段とを備え
ることを特徴とする。
  請求項２に記載の画像出力装置の性能監視装置は、原
稿の画像を読み取り、画像データに変換して電話回線等
に伝送する画像出力装置の性能監視装置において、電話
回線等に伝送する画像データの画質評価を行い、その評
価値を演算する画質評価値演算手段と、画質評価値手段
により演算された評価値を、所定の複数枚の原稿分だけ
記憶し、その記憶された複数の評価値の平均値を演算す
る平均値演算手段と、平均値演算手段が演算した平均値
と所定の基準値とを比較し、その比較結果に基づいて、
所定の形式で情報を告知する告知手段とを備えることを

特徴とする。
［作用］
  請求項１に記載の画像出力装置の性能監視装置におい
ては、紙等にプリントされる画像が読み取られ、その画
質評価の平均値と基準値との比較結果に基づいてその状
態を告知するので、適切なメンテナンスが行われる。
  また、請求項２に記載の画像出力装置の性能監視装置
においては、電話回線等に伝送された画像の画質評価の
平均値と基準値との比較結果に基づいてその状態を告知
するので、適切なメンテナンスが行われる。
［実施例］
  第１図は本発明の一実施例の構成を示すブロック図で
ある。図において、１は原稿２の情報を読み取って画像
データを出力する画像読取部、３は画像読取部１から供
給される画像データを符号化データに変換する画像符号
化部、４は画像符号化部３から出力される符号化データ
を伝送線の性質に適合させた送信信号に変換して送出す
る画像データ送出部、５はこの装置と電話回線あるいは
専用回線等の伝送線６との間の信号の授受を制御する通
信制御部（告知手段）である。
  ７は伝送線６から通信制御部５を介して取り込まれる
受信データを符号化データに変換する画像データ受信
部、８は画像データ受信部７から供給される符号化デー
タを画像データに変換する画像復号部、９は画像復号部
８から供給される画像データを文書10としてプリントす
る画像プリント部である。
  以上の構成は一般的なFAXと同様の構成であるが、本
発明においては、前述の画像読取部１が前述の機能に加
えて、送信のために画像を読み取っていることを表す状
態信号Ａを出力するようになっている。また、以下の各
部が設けられていることが特徴である。
  11は文書10を読み取り、画像データおよび受信状態で
あることを表す状態信号Ｂを出力する画像プリント時プ
リント読取部（読取手段）、12は後述するメンテナンス
制御部の指示によって画像読取部１からの画像信号と画
像プリント時読取部11からの画像データを切り換えて出
力するマルチプレクサ（MPX）、13はMPX12から出力され
る画像データの画質を評価する画質評価部（画質評価値
演算手段）、14は画像読取部１または画像プリント時読
取部11から供給される状態信号に基づきMPX12の切り換
え状態を制御すると共に、画質評価部13から供給される
画質評価データに基づいてメンテナンス用メッセージ等
の信号を出力するメンテナンス制御部である。
  なお、キーボード15およびCRT16（告知手段）はマン
マシンインターフェイス用の装置である。
  第２図はメンテナンス制御部14の内部構成を示すブロ
ック図であり、141は総合制御を行うCPU、142は画質評
価部13との信号授受を行う画質評価インターフェイス
部、143は通信制御部５との信号授受を行う通信制御部
インターフェイス部、144はキーボード15との信号授受
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を行うキーボードインターフェイス部、145はCRT16との
信号授受を行うCRTインターフェイス部、146は動作プロ
グラムの記憶されたROM、147は可変データが記憶される
RAM、148は第３図および第４図に示すメンテナンスデー
タが記憶されているバッテリバックアップRAM、149はカ
レンダ時計、150はMPX12を選択するデータを出力するた
めのMPXセレクトインターフェイス部、151は画像読取部
１からの状態信号Ａまたは画像プリント時読取部11から
の状態信号Ｂが入力される状態信号入力部である。
  送信時は画像読取部１で読み取り、画像データ化され
た原稿２の情報が、画像符号化部３で符号化データに変
換され、画像データ送出部４で伝送線６に適合した信号
に変換された後、通信制御部５を介して伝送線６に出力
される。受信時は伝送線６を介して送られてきた受信デ
ータが通信制御部５で取り込まれ、画像データ受信部７
で符号化データに変換され、画像復号部８で画像データ
に変換された後、画像プリント部９によって文書10にプ
リントされる。
  一方、送信時は画像読取部１から送信状態にあること
を表す状態信号Ａが出力され、受信時は画像プリント時
読取部11からプリント時であることを表す状態信号Ｂが
出力されている。この信号が供給されたメンテナンス制
御部14はMPX12をその信号が供給されている側からの画
像データを画質評価部13に供給するように切り換える。
  画質評価部13に入力される画像データは濃淡画像であ
り、画質評価部13はその濃淡画像データを２値化する場
合の最適閾値と、その閾値における画質評価値（これは
小さいほど画質がよい）を出力する。なお、画質評価部
13の詳細については例えば特開昭64－51586号公報に開
示されている。
  算出された画質評価値はリストに格納されると共に統
計処理される。そして所定の基準よりも画質評価値が劣
化したならば、CRT16に劣化箇所を表す表示を行う（告
知する）。そしてFAX装置のメンテナンス会社のFAX番号
や電話番号、メンテナンス会社の名称データ等をバッテ
リバックアップRAM148から読み出す。次にそのFAX装置
の使用者の所在地、氏名、装置形式データを同じくバッ
テリバックアップRAM148から読み出す。これらのデータ
に画質劣化状態を示すメッセージを組み合わせて音声合
成または文字データとして電文を構成し、通信制御部５
を介してメンテナンス会社に自動通報する（告知す
る）。
  第５図はメンテナンス制御部14の動作を示すフローチ
ャートである。図においてステップ100で状態信号Ａお
よびＢをリードする。このときリードは両方行っている
が、状態信号はいずれか一方しか発生していないので、
実際にはいずれか一方だけの信号を取り込むことにな
る。このため、状態信号Ａが取り込まれたときはステッ
プ101において画像読取部１が動作を開始していると判
断し、ステップ103に示すように、画像読取部１の画像

データがセレクトされるようにMPX12を制御する。一
方、状態信号Ｂが取り込まれたときはステップ102にお
いて画像プリント時読取部11が動作を開始していると判
断し、ステップ104に示すように、画像プリント時読取
部11の画像データがセレクトされるようにMPX12を制御
する。
  そして、ステップ105において画質評価部13で算出し
た画質評価値をリードし、ステップ106において画像読
取の主体に応じて画質評価値を各リストに格納し、ステ
ップ107において例えば過去５枚分の画像についての画
質評価値のみを各リストに残すように、リスト内のデー
タを更新する。その後、ステップ108において画像読取
部１の出力画像の画質評価値の平均値が基準値１（第１
の基準値）より小さいか否かを判断する。平均値が基準
値１よりも小さかった場合はステップ111に示すように
画像読取部１の劣化を示すメッセージをセレクトする。
そして、ステップ112に示すようにメンテナンスの必要
性と前記メッセージをCRT16に表示し、ステップ113に示
すように前記メッセージをメンテナンス会社にFAXまた
はTELで伝送する。そのとき、FAX使用者の所在地、氏
名、FAX装置の形式を自動通報する。
  一方、ステップ108において、画像読取部１の画質評
価値の平均値が基準値１よりも小さいか、状態信号Ａが
発生していなかった場合はこのステップが「NO」と判断
され、ステップ109の処理に移る。ここでは、画像プリ
ント時読取部11の出力画像の画質評価値の平均値が基準
値２（第２の基準値）よりも小さいか否かが判断され
る。平均値が基準値２よりも小さいと判断された場合は
異常はないので、フローはステップ100に戻る。しか
し、平均値が基準値２よりも大きかった場合はステップ
110において画像プリント部９の劣化を示すメッセージ
をセレクトし、前述したステップ112、113の処理を行
い、CRT16への表示およびメンテナンス会社への通報を
行ってからフローはステップ100に戻る。以後は同様の
動作を繰り返す。
  尚、以上においては、メンテナンス会社へ自動的に通
報するようにしたが、CRT16の表示を見て、使用者がメ
ンテナンス会社に連絡するようにしてもよい。また、画
像読取部１と画像プリント時読取部11の出力のいずれか
一方のみの評価を行なうようにしてもよい。
  第６図は本発明をコピー装置に応用した場合のブロッ
ク図である。
  本体31の上面にはガラス板32が配置されており、その
上に原稿33を載置し、押さえ板34で押さえることができ
る。本体31の内部には光学的読取装置（図示せず）が内
蔵されており、スタートボタン35が操作されたとき、こ
の光学的読取装置が原稿33を読み取る。この読み取られ
た画像は本体31に内蔵されているプリント部（図示せ
ず）により紙にプリントされ、文書（複製物）36として
読取部37（読取手段）と支え板38の間を介して本体31か
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ら排出される。
  読取部37は例えば第７図に示すように構成されてい
る。文書36が排出される方向と垂直な方向にLEDアレイ6
1とCCDラインセンサ62が平行に配置されている。CCDラ
インセンサ62の端部は文書36の有無を検出する検出部63
とされている。読取制御部64はLEDアレイ61を駆動し、
点灯させる。LEDアレイ61より発せられた光は文書36に
照射され、その反射光が図示せぬレンズを介してCCDラ
インセンサ62に入射される。検出部63には文書36の端部
（通常そこには画像が記録されていない）からの反射光
のみが入射される。文書36が存在しないとき検出部63が
受光する反射光量は存在するときに較べ激減する。読取
制御部64は検出部63の出力を所定の閾値と比較し、その
比較結果から文書36の有無を表わす複製信号ｅ（例えば
文書36があるときは論理Ｈ、ないとき論理Ｌとなる信
号）を発生する。また、CCDラインセンサ62は文書36よ
り入射される反射光からそこにプリントされた画像を読
み取り、読取制御部64はその読取結果に対応する画像信
号（データ）を出力する。
  この画像信号は画質評価部39に入力され、内蔵するメ
モリに一旦記憶される。画質評価部39は、第１図におけ
る画質評価部13における場合と同様に最適閾値θｋ と画
質評価値qk とを演算し、それぞれメモリ40と44に供給す
る。メモリ40と44はFIFO構成とされ、複製信号ｅをクロ
ックとして動作する。すなわち、メモリ40は各文書36の
閾値θｋ のうち最新のものをＮ個記憶し、Ｎ個の閾値θ
k1 乃至θkN を並列に平均値算出部41に出力する。平均値
算出部41は次式から平均閾値ａθを演算する。
  ａθ＝（1/N）（θk1 ＋θk2 ＋・・・＋θkN ）
  同様に、メモリ44は各文書36の画質評価値qk のうち最
新のものをＮ個記憶し、Ｎ個の画質評価値qk1 乃至qkN を
並列に平均値算出部45（平均値演算手段）に出力する。
平均値算出部45は次式から画質平均値aqを演算する。
  aq＝（1/N）（qk1 ＋qk2 ＋・・・＋qkN ）
  平均閾値ａθは制御信号発生部42に入力される。制御
信号発生部42にはまた、操作者（またはメンテナンスを
実行するサービスマン）が濃度指示ボリウム43を操作す
ることにより設定した基準濃度ｄが入力されている。制
御信号発生部42は次式から、文書36の濃度を制御する濃
度制御信号Ｄを演算し、本体31に出力する。
  Ｄ＝T1 ・ａθ＋T2 ・ｄ
  ここで、T1 ,T2 は０または正の係数である。
  本体31に内蔵されている制御装置（図示せず）は濃度
制御信号Ｄに対応して文書36の濃度を制御する。
  平均閾値ａθは文書36の濃度が薄い程大きい値にな
り、濃い程小さい値になる。その結果、文書36の濃度が
濃くなると濃度制御信号Ｄが小さくなり、文書36の濃度
が薄くなると濃度制御信号Ｄが大きくなる。これによ
り、文書36の濃度が自動的に設定され、濃度調整が不要

となる。
  また、基準濃度ｄはその値が大きい程濃度が濃くな
る。従って、この基準濃度ｄの値を適当な値に適宜変更
することにより、濃度を手動調整することが可能とな
る。
  一方、平均値算出部45が出力する画質平均値aqは比較
部46に入力される。レジスタ47にはサービスマン（また
は操作者）により設定された画質評価基準値q0 が記憶さ
れており、この値が比較部46に供給されている。比較部
46は画質平均値aqと画質評価基準値q0 とを比較し、後者
が前者より大きいときLED48（告知手段）を点灯させ、
前者が後者と等しいか、またはそれより大きいときLED4
9（告知手段）を点灯させる。画質平均値aqと画質評価
基準値q0 の値は良好な画質である場合程小さくなる。従
って、操作者はLED48が消灯し、LED49が点灯したとき、
サービスマンを呼ぶ等の適当の措置をとることができ
る。
［発明の効果］
  以上説明したように、請求項１に記載の画像出力装置
の性能監視装置によれば、複数枚の紙等にプリントする
画像を読み取り、その画質評価の平均値と基準値との比
較結果に基づいてその状態を告知するようにしたので、
適切なメンテナンスを行うことができる。
  また、請求項２に記載の画像出力装置を性能監視装置
によれば、電話回線等に伝送される画像の画質評価の平
均値と基準値との比較結果に基づいて、その状態を告知
するようにしたので、やはり適切なメンテナンスが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
第１図は本発明における画像出力装置の性能監視装置の
一実施例の構成を示すブロック図、第２図は第１図にお
けるメンテナンス制御部の構成を示すブロック図、第３
図および第４図は第２図におけるバッテリバックアップ
RAMの記憶内容を示す図、第５図は第１図におけるメン
テナンス制御部の動作を示すフローチャート、第６図は
本発明における画像出力装置の性能監視装置および濃度
制御装置の他の実施例の構成を示すブロック図、第７図
は第６図における読取部の一実施例の構成を示す斜視図
である。
１……画像読取部、２……原稿、３……画像符号化部、
４……画像データ送出部、５……通信制御部（告知手
段）、７……画像データ受信部、８……画像復号部、９
……画像プリント部、10……文書、11……画像プリント
時読取部（読取手段）、12……マルチプレクサ（MP
X）、13……画質評価部（画質評価手段）、14……メン
テナンス制御部、16……CRT（告知手段）、37……読取
部（読取手段）、39……画質評価部（演算手段）、42…
…制御信号発生部（濃度制御手段）、48,49……LED（告
知手段）。
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【第１図】

【第４図】
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【第２図】

【第７図】
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【第３図】
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【第５図】
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【第６図】
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